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出せじめた。 わた〈しはその点を解明するため， ソロノレド・ロジャーズ Tho-












c. ili資本移動性』に関する W ノ〈ジヨットの時味について(1)(2)j，竜在大学r経諦学論集』
第6書簡3号(昭和41年12月〉担よび同誌第6巻揮4号(昭和42年3月〉。
d. I古典派経済学の前提に関する W パジヨット白見解について(1)J.前掲誌第9巻第1号
〔昭和44年7月〉。
なお， この後半部分)2)は同誌第12巻第1号〔昭和47年6且)に掲載予定い
め この中に含まれている 7 つの論士はハグ当ヅトが1875年より 187~年にいたる間. 1巻の書物を










ところで，パジョ γ トがスミスを論じたものに 3つある。 1つは w経済学
研究』に収められている「アダム・スミ旦と現代経済学JAdam Smith ancJ 
our Modern Economy という草稿であり，もう一つは， w人物研究JlBiogra-
phical Studies (1881)に収録されている「人としてのアダム・スミスJAdam 
Smith as a Person4lという人物評論であり，他の 1つは，Wエコノミスト』に
発表された iW国富論』百周年JThe Cen tenary of The 1f匂lthof Nations" 
著わすべく準惜したものであり， その中の Lつ CThePostulates c.f English Pulitical E凶 nO
my)は FortnightlyRιu叩り1876年2見号および同年5月号に分載されたが，その他は草稿
にとどまった。 彼の親友 Rich.crdH. Huは00はパク ..;JIの死桂， Robert Gi[[enの協力を
得てこれらの論文を整理編集し， 1巻の書物として公にした。
4) この人物評論はもともと FortnightlyReviewの1876年11月号に発表されたものであるロ こ
ζで，パジヨヅトは結論fI'Jに「λ ミスは幸運にも発展せる商業段摘にめくeり合川 しかも， ス






R. H. Huttonによって，パゾヨットが生前 NaLionalRe叫回U や FortnightlyR出師υに発
表した政治家についての人物評論が主として集められ， 1巻の書物として再び公にされたもので
ある。
5) rロンドン経漬学クラプJThe Pohtical Economy Club of Londonは1876年5月31目， w国
富論』出版百周年記念のため盛大な晩餐会および特別討論会を開いたロその席には政界，学界，
実業界，官界から多数の代表が出席1..-.W. E. Gladstoneが座長をつとめた。 フランスからは
]. B. Sayの孫に当るLeonSay (当時，大蔵大臣〕が拒かれた。
パジヨットもこの会に出席し討論に加わったが，その直桂，この舎の意義を強調するため6月
8日号の TheEconomistに発表したのがζの記志需主主である。ここでかれが強調したことは，
W バグヨットのアダムー スミ;ヌ論 (87) 87 
という記念論文である。







一独得の「描写的文体Jin description his characterI:ltic work白うを縦横に駆使し
ていることは言うまでもない。
バジ a'Yトは一般に古典派経済学を「実業の科学 scienceof business， あ










and Life of Walter Bagehot， ed. by Mrs. Russell Barrington， 1915， p. 199')0 
なお，上主Eの晩餐会における討論の模様につLては， T. W. Hutchi曲 n，A R日 ie'WOJ Eco 
nomic Doctrines， 1870-1929 (1953)の冒頭部分 (pp.1-5.)がそれをよく伝えている(邦
訳，長守菩也2名共訳『迂代経官学説史，.昭和32年，東洋症済新報社，上巻 3-8べ-~/) 




存している(筆者傍点)Jと述べているCRobertGiffen，ιBagehot as an Economist' in Fort 























近く， 現代経済学の「哲学的・意識的接近方法Jthe philosophical and cons.o 
cious approximation8)はスミ λ り粗くて殴味な考えをたえず純粋化することに
よって形づくられた。 ζの意床において， スミスはリカードヮや「精密経済
7) Bagehot， W.， &onomic止udies，pp. 125-127 
的 この用語はもともとグリフ・ νスリー によって用いられたと考えられるが，人聞を経済人と仮
定し. ，富に対する欲望」という観点から一切の経済理論を演揮する方法のことを言い• yヵ-
Vゥや J.S ミノレの経脅宇がそれに相当する。






















9) Bagehot，可V.，Q.ρcit.， p.127， p.129 





1l) lbid.， p. 127-129 
12) Cf.， ibid.， p. 129 



























13) Ibid.， 1-'. 131 14) 1るid.，pp. 132-135 


























15) lbid.， Pp. 145-146 
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1η Ibid.， p. 148 
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20) Ibid. pp. 151-153 


























21) Ibi瓦， p_ 153 


























22) Ibid.， pp. 154-156 
23) lbid.， pp. 156-157 
24) lbid.， p. 158 
96 (96) 第 109巻第1号
量を一致させている点を問題にしている。パジ玄ツトによれば，ある財貨が購
入する労働量は，それが労働者たちによって望まれる程度に依存する。劣等な




















ノミジヨットはこのように， スミ Jえの提出した 2つの交換価値学説〔労働価値
説と生産費説〕が明白に相いれないことを明らかにしたが，さらに，ハジ z ット
は第2の交換価値学説，すなわち，スミ月の「自然価格論」がいかに唆味な見
25) Ibid.， p.160 
26) Ibid.， p. 161 
















かにした。かくて， λ ミスの自然価格論，すなわち，生産費説はバジ zットに
とって不完全な見解をしめすものであった。
それでは A ミ月のこのような地代論がなぜ生まれたのか。パジ g ツトはそ
れについて次のように考察している。すなわち，それはスミスの農業に関する






27) Ibid.， :pp. 163 -164 
28) Ibid.， pp. 164-166 
























29) Ibid.， p. 167 





31) 1否id.，pp. 170-171 


























:=l2) Ihid.. pp. 171-172 
33) Ibid.， p.173 














「彼を見放く Jread himことである。 Jこころで，これら 2つの方法が具体的
にどういう内容をもっていたかを明らかにしておこう。
まず，前者について。それはジェイムメ・ λ テュアートの『経済学原理』









34) Cf.， ibd.， p. 172 
35) lbiιpp. 173-174 
























36) この点止ついては，前掲田バリ司ヅト町人物評論. r人左してのアダム・スミス lがくわし〈
それを伝えている.在的をいま一度参照されたい。
37) イスヲェル初代目玉 聖サウルのこ止(町日約聖書.1 rサムエノレ記 l目。

























































104 (1旧〕 第 109巻第1号





る時， すなわち r生産における『直接労働~ immediate labourだけでなく，

















それでは， 第 4にハジ g ットがスミ λ の「自然価格論J，すなわち， 生産費
• 説を問題にした点を取りあげよう。パジヨットはコミミスが地代を価格の構成要
39) Ibid.， p. 161 
40) Ibid， p. 158 
41) Ibid.， p. 159 


























42) Cf.， ibi瓦.p. 163， p. 169 

























44) Lionel Robbinsの著書.An Essay on the Nature and Signiiicance Qf Ec.即日間:cSci 
ence (1932)は方法論的にその考えを体系化したも巴であるc
わたくしは1969年より1970年のあいだ工血donSchool of Economics and Political Science 
に留学中，この書物を取りあげ，かなり綿密な英文のコメントを作成したことがある。くわしく
は， i!日唱‘A Report on Lord Robbins' An Essay on the Nature and Significance of 
Economic Sc附 uoe(1932)' [竜事大学『経済学論集』第10巻第3号 C197C年12月)Jを参照され
アこし、。
45) Bagehot， W.. op. cit. p. 174 
明r ごデョヅトのアダム スミス論 (1巾 107
さらに wエコノミ月ト』の編集においてハジヨットの良き協力者であった
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46) Robert Giffen， op. cit.， p.560 
47) Bagehot， W.， 0.ρcit.， pp. 172-173 
